
まえがき＝近年，自動車業界において，地球環境保護の
強化および更なる衝突安全性の追求から，特に耐衝撃骨
格部材への高強度材適用による車体軽量化と衝撃特性の
向上が進んでいる。高強度材を適用する際の最大の課題
として，プレス成形時の寸法精度不良がある。
　寸法精度不良，中でも絞り曲げ成形（以下，ドロー）に
おける壁反りは大きな課題であり，







壁に凍結ビードを 3個ずつ付与し，各材料での凍結ビー
ドの効果を実験により検討した。部材端部にて寸法精度
を測定した結果を図 9に示す。凍結ビードが無い場合，
高強度化に伴い壁反りは著しく増大するが，凍結ビード
の付与により，材料強度によらず，ほぼ 1/3 に壁反りを
低減できることがわかる。
2．3　衝撃特性に及ぼす凍結ビードの影響

2．3．1　凍結ビード数の影響

　次に，凍結ビードを付与した場合の衝撃特性への影響
について FEM解析により検討した結果を述べる。図10
に軸圧壊および 3点曲げ圧壊を行った際の凍結ビード数
と吸収エネルギの関係を示す。
　軸圧壊での吸収エネルギは，凍結ビード数の増加に伴
い減少する傾向にあるが，これは図 11に示すように，
凍結ビードがある場合，ビード位置にて座屈が発生する
ためと思われる。軸圧壊の場合，応力が稜線近傍に集中
するが，凍結ビード位置ではダイ肩側の稜線が折曲がる
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